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令和７年度の岡谷市当初予算案及び関係議案を議会に提出し、ご審議をいた

だくにあたり、予算編成の方針及び大要を申し上げ、議員各位並びに市民の皆様

のご理解とご協力をお願いするものであります。 

 

令和７年度は、「第５次岡谷市総合計画後期基本計画」の２年目として、これ

までの取組を継続しつつ必要な改革を実行し、将来都市像であります「人結び 

夢と希望を紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現に向けて、本市のさらなる成長と

飛躍のための基盤を築いていく年となります。 

また、人口減少・少子高齢化や公共施設の老朽化対策などの従前からの課題に

加え、原油価格・物価高騰や行政分野のデジタル化、さらには世界的な課題であ

る環境負荷低減などへの対応が求められております。 

特に、子育て・教育の分野に関しては、結婚・妊娠・出産・子育て・教育まで

の一貫した包括的な子育て支援に取り組み、子育てしやすいまち、住んでみたい、

住み続けたいまちの実現をめざし、市の総力を挙げて取り組んでいく必要があ

ります。 

日々変化する社会経済情勢の中で発生する新たな行政課題への対応は、限り

ある財源の中で着実に対応する必要があり、そのためには、時代に即した施策を

的確に実施するとともに、市民サービスの維持・向上に留意しつつ、廃止・縮小

を含めた事務事業の見直し、再構築を進めていくことが重要であります。 

こうしたことから、市民一人ひとりに笑顔と元気があふれ、性別や年齢に関係

なくすべての市民の皆様に生きがいと活躍の場があり、誰もが輝くことができ

る岡谷市を市民の皆様とともにつくり上げるため、各種の施策、事業に全力を傾

注して取り組んでまいります。 

 

内閣府が公表した「令和７年度の経済見通しと経済財政運営の基本的態度」

によりますと、令和６年度の我が国経済は、長きにわたったコストカット型経済

から脱却し、デフレに後戻りせず「賃上げと投資が牽引する成長型経済」に移行

できるかどうかの分岐点にあるとしております。 

こうした中、政府は、賃金上昇が物価上昇を安定的に上回る経済を実現し、「賃

上げと投資が牽引する成長型経済」への移行を確実なものとするため、「国民の

安心・安全と持続的な成長に向けた総合経済対策」を策定するとともに、その裏

付けとなる令和６年度補正予算を迅速かつ着実に執行し、総合経済対策の効果

を広く波及させていくとしております。 
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また、令和７年度の経済財政運営においては、引き続き、すべての世代の現在

及び将来にわたる賃金・所得の増加を最重要課題とし、足元の物価高、賃金や調

達価格の上昇に対応しつつ、令和７年度予算を着実に実行に移し、切れ目のない

経済財政運営を推進するとしております。 

さらに、当面の経済財政運営を推進していくに当たっては、デフレを脱却し、

新たな経済のステージに移行することをめざして、「経済あっての財政」との考

え方に立ち、財政状況の改善を進め、力強く発展する、危機に強靭な経済・財政

をつくっていくとしております。 

 

「経済財政運営と改革の基本方針２０２４」では、我が国を取り巻く環境が激

変する中、経済再生と財政健全化の両立を図るため、潜在成長率の引上げと社会

課題の解決に重点を置き、中長期的な視点を重視した経済財政運営などに取り

組み、高齢化、人口減少が進む中においても、経済・財政・社会保障が一体で持

続可能なものとしていくとしております。 

 

このような見通しに基づく「令和７年度予算編成の基本方針」では、足元の物

価高、賃金や調達価格の上昇に対応しつつ、デフレを脱却し、新たなステージと

なる「賃上げと投資が牽引する成長型経済」への移行を実現することをめざして、

物価上昇を上回る賃金上昇の普及・定着、地方創生２．０の起動、官民連携によ

る投資の拡大、防災・減災及び国土強靭化、防衛力の抜本的強化を始めとする、

我が国を取り巻く外交・安全保障環境の変化への対応、充実した少子化・こども

政策の着実な実施など、重要政策課題に必要な予算措置を講じるとしておりま

す。 

こうした方針に基づく国の令和７年度当初予算案は、一般会計の歳出総額を

１１５兆５，４１５億円としており、過去最大の予算規模となっております。 

 

また、総務省が公表した「令和７年度地方財政対策」によりますと、地方団体

が住民のニーズに的確に応えつつ、こども・子育て政策の強化、防災・減災対策

の取組等の推進、自治体施設の光熱費高騰への対応などの重要課題に対応し、行

政サービスを安定的に提供できるよう、地方交付税については、前年度を 

２，９０４億円上回る１８兆９，５７４億円を確保するほか、地方の一般財源総

額については、前年度を１兆５３５億円上回る、６３兆７，７１４億円を確保す

ることとしております。 
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こうした考え方に基づく地方財政計画の規模は、前年度比３．６％増の９７兆

１００億円程度、公債費などを除く地方一般歳出につきましては、前年度比 

３．６％増の８１兆２，８００億円程度が見込まれているところであります。 

 

岡谷市におきましては、国による定額減税の反動増に加え、個人給与所得の増

などが見込まれることから、個人市民税、法人市民税をはじめ、市税全体で増収

を見込んでおります。 

他方、令和７年度以降の一般会計の財政推計では、人口減少に伴い歳入全般で

減が見込まれ、歳出においては、扶助費、公債費、公共施設等の改修や維持管理

経費の増などを見込んでおります。 

このような中にあっても、引き続き、子育て支援や産業振興、市民の安全・安

心を確保するための施策と健全財政の堅持に向けた取組との調和を図りながら、

後年度の財政需要に配慮した安定的な行財政運営に努めなければなりません。 

そのため、「第２次岡谷市行財政改革プログラム」に基づき、公共施設等の長

寿命化に向けた計画的な修繕、施設の統廃合などによる資産総量の適正化に向

けた取組のほか、歳入確保と歳出削減、人材育成と意識改革など、たゆまぬ行財

政改革に取り組み、人口規模や財政規模に見合った、時代にふさわしいまちづく

りを進めてまいります。 

 

この度、提出いたします令和７年度当初予算案は、「第５次岡谷市総合計画」

に掲げる将来都市像「人結び 夢と希望を紡ぐ たくましいまち岡谷」の実現

に向けて、 

 ・ ともに支えあい、健やかに暮らせるまち 

 ・ 未来の担い手を育み、生涯を通じて学ぶまち 

 ・ 人が集い、にぎわいと活力あふれるまち 

 ・ 安全・安心で、自然環境と共生するまち 

 ・ 快適な生活を支え、住み続けたいまち 

 ・ みんなでつくる、確かな未来を拓くまち 

の６つのまちづくりの基本目標を基調とする中で、限られた財源を喫緊の政策

課題に重点配分し、より効果的な施策展開を図るため、後期重点プロジェクトで

あります、 

  ・ 子育てしやすい環境の実現 

  ・ 安全・安心の伸展 
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  ・ 未来に向けた産業の充実 

  ・ 魅力発信と賑わいの創出 

の４つを重点施策に掲げ、必要な施策・事業に財源を集中した、「将来への礎 

未来を育む元気創生予算」として編成しております。 

 あわせて、政府が策定しました「国民の安心・安全と持続的な成長に向けた総

合経済対策」等を踏まえ、切れ目のない、より効果的な事業展開を図るため、昨

年度に引き続き、令和６年度補正予算と令和７年度当初予算を一体とした「１４

か月予算」として編成をしております。 

 

こうした考え方に基づく令和７年度の一般会計当初予算額は、総額２３３億

１，０００万円、前年度比では９億１，０００万円、４．１％の増としておりま

す。 

また、一般会計・特別会計等の合計では、総額２８８億８，７９０万円、前年

度比では７億１，７００万円、２．５％の増としております。 

一般会計歳入の主な事項でありますが、市税につきましては、令和６年度決算

見込額を基に６８億４，５００万円、前年度比では２億６，７００万円、 

４．１％の増を見込んでおります。 

地方交付税につきましては、令和６年度決算見込額や地方財政計画などを基

に５０億２，５００万円、前年度比では１億２，５００万円、２．６％の増を見

込んでおります。 

 

また、一般会計歳出のうち、事業費の増減が大きい主な事項でありますが、総

務費では、市役所庁舎等空調設備更新事業費が皆減となる一方、防災行政無線等

デジタル化整備事業費の増、自治体情報システム標準化移行事業費の皆増など

により、前年度比６億８，３６２万３千円、２７．９％増の３１億２，９５２万

８千円、民生費では、児童手当の増、私立認定こども園施設型給付費負担金の増、

地域医療介護総合確保基金事業補助金の皆増などにより、前年度比４億 

７，２３４万１千円、６．２％増の８０億９，３７４万５千円、商工費では、イ

ルフプラザ館内空調設備改修工事負担金及び中央町駐車場改修工事費の皆増な

どにより、前年度比５億８，３１５万７千円、３４．１％増の２２億９，２０８

万８千円、消防費では、消防団屯所整備事業費の減、消防団車両更新事業費の皆

減により、前年度比６，５８３万８千円、９．６％減の６億１，７４５万６千円、

教育費では、私立幼稚園施設型給付費負担金の減、庭球場人工芝張替工事費及び
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旧渡辺家住宅改修工事費が皆減となる一方、市民総合体育館大規模改修事業費

の増、ＧＩＧＡ端末第２期整備事業費の皆増などにより、前年度比２億 

７，０４５万２千円、１３．６％増の２２億５，６１３万１千円、公債費では、

借換債元金償還金の減により、前年度比１０億１，８１８万７千円、２９．８％

減の２３億９，５１１万８千円としております。 

 

次に、企業会計につきましては、水道事業・下水道事業・病院事業の３つの企

業会計の収益的支出及び資本的支出の合計は１３６億１，８３２万２千円で、前

年度比２億１，３３４万６千円、１．６％の増としております。 

  



6 

それでは、基調に沿って、令和７年度当初予算案の大要を順次説明してまいり

ます。 

はじめに、基本目標『ともに支えあい、健やかに暮らせるまち』について説明

申し上げます。 

 

まず、結婚に対する支援といたしまして、男女の出会いの場を創出するため、

恋つむぐ岡谷出会いの場創出事業として、ブラッシュアップセミナー及び婚活

イベントを開催するほか、結婚に伴う住居費及び引越費用を支援する、おかやで

スタート結婚新生活支援事業により、結婚に対する経済的な不安の解消に努め、

引き続き、結婚のきっかけとなる男女の出会いの場の創出から、結婚・定住まで

トータル的にサポートしてまいります。 

 

母子保健の充実といたしましては、乳児の健康の保持・増進を図るとともに、

疾病及び異常を早期に発見し、適切な指導及び育児に関する助言を行うため、新

たに１か月児健康診査事業を実施してまいります。 

また、産後の初期段階における支援として、医療機関等への宿泊や通所による

サービスに必要な経費を助成する産後ケア事業につきましては、助成額を拡大

するなど、より利用しやすい事業とし母子とその家族が健やかな育児ができる

よう支援してまいります。 

 

子どもの育成支援といたしましては、新たに子育てファミリー訪問支援事業

として、家事・育児等に不安や負担を抱える子育て家庭を訪問し、不安などを傾

聴するとともに、家事・育児等の支援を行うことで子育て支援のさらなる充実を

図ってまいります。 

また、子育て支援ショートステイ等事業では、保護者が平日の夜間や休日に不

在となる家庭を支援するため、子どもを施設等において預かり、生活指導や食事

の提供などを行うトワイライトステイ事業を新たに実施してまいります。 

 

子育て世帯への経済的支援では、１８歳までの子どもの医療費を支援する子

ども医療費給付事業、幼児教育・保育の無償化に伴う副食費の減免、小中学校に

おける就学援助費などにより、子育て世帯の経済的負担の軽減に努めてまいり

ます。 

学校給食費につきましては、令和６年度より、就学援助費の拡充により経済的
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負担感の大きい低所得世帯等を対象として無償としております。 

そのほかの家庭に対しましては、給食費の値上げ相当分を公費で支援してま

いりましたが、物価高騰の影響を受ける子育て家庭の負担をさらに軽減するた

め、公費負担の割合を現行の１１．３％から２０％に拡大し、支援の拡充を図っ

てまいります。 

保育園給食費につきましては、給食食材費の高騰分を公費にて支援すること

で、給食の質と量を維持し、子どもたちの健全な成長を支援するとともに、子育

て世帯のさらなる経済的負担の軽減を図ってまいります。 

さらに、３歳未満児の保育料については、第２子は半額、第３子以降を完全無

償化とするほか、一定の要件を満たす子育て世帯について第１子から無償とす

る子育て応援!!３歳未満児保育料軽減事業を継続してまいります。 

このほか、安心して子どもを育てられる住まいの提供を図るため、小萩Ｋ市営

住宅の２戸にユニットバス、給湯器、網戸等を設置するほか、子育て世帯の家賃

を減免し経済的負担の軽減と安心の暮らしづくりを促進してまいります。 

 

地域福祉の推進では、重層的支援体制整備事業として、支援関係機関との連携

体制を構築し、対象者の属性を問わない相談支援、多様な参加支援、世代や属性

を超えて交流できる地域づくりに向けた一体的な支援により、地域住民の複合

化・複雑化した支援ニーズに対応してまいります。 

また、岡谷市社会福祉協議会との連携により実施しております成年後見支援

センター事業では、成年後見制度特設相談日を設けるほか、地域特性を生かした

終活支援事業を展開するため、専門事業者等との協定締結により終活支援の体

制強化と専門性の強化を図ってまいります。 

 

高齢者福祉の推進といたしましては、医療と介護の両方を必要とする高齢者

が、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けることができるよう、医療と介護

の提供体制の構築を進めてまいります。 

また、高齢者の加齢性難聴による聞こえにくさを軽減し、健やかで穏やかな生

活を送ることができるよう、新たに補聴器購入費用の一部を助成してまいりま

す。 

このほか、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、長野県の地域医

療介護総合確保基金を活用し、民間事業者が行う看護小規模多機能型居宅介護

施設の整備を支援してまいります。 
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障がい者（児）福祉の推進といたしましては、「第５次岡谷市障がい者福祉計

画」に基づき、地域生活支援の充実、自立支援と社会参加の促進、暮らしやすい

環境の整備など、障がい者施策の一層の推進を図り、障がいの有無にかかわらず、

住み慣れた地域で安心して暮らせる地域社会の形成をめざしてまいります。 

 

社会保障の円滑な運営といたしましては、国民健康保険事業について、財政運

営の責任主体であります長野県とともに運営を担い、安定的な財政運営に努め

てまいります。 

生活保護に至る前の段階での自立支援の強化を図る生活困窮者自立支援事業

では、自立相談支援を核に就労支援、住居確保支援、家計改善支援などそれぞれ

の状況に応じたきめ細かな相談、対応を行い、生活困窮者の自立に向けて幅広く

支援してまいります。 

このほか、心配ごと相談、消費生活相談、女性のための相談、ひとり親家庭相

談など、生活に関する多様な相談窓口を一元化した福祉総合相談事業を継続し、

それぞれの事情に応じて専門の相談員が丁寧な対応を行ってまいります。 

 

保健・医療の推進では、健康づくりの推進といたしまして、市民一人ひとりの

ヘルスリテラシーの向上を図るため、岡谷市民病院との連携により本市の健康

課題でもある「がん」、「脳卒中」、「急性心筋梗塞」、「糖尿病」、「精神疾患」の５

疾病をテーマに健康づくり講演会を実施してまいります。 

また、市民の健康に対する意識の向上や各種健診の受診率向上を図るため、受

診者及び健康づくりに関する講演会の参加者などに対して、オカヤペイのポイ

ントを付与する健康ポイント事業を継続実施してまいります。 

 

 地域医療体制の推進といたしまして、岡谷市病院事業では、天野病院事業管理

者、内山病院長のもと、最大の特長であり強みであります「多機能」を活かした

病院運営を進めるほか、新たに手術支援ロボットを導入するなど、診療体制の維

持・充実に努め、市民の生命と健康を守る市民病院として、市民の信頼や期待に

応え、親しまれる病院づくりを推進するとともに、地域医療の拠点として市内及

び湖北地域の医療を守るという使命を果たしてまいります。 

 病院運営を取り巻く環境は、賃上げや物価高騰に診療報酬が追いつかない制

度的要因により厳しい状況でありますが、職員一丸となって、収入の確保と徹底

した費用の節減に取り組むとともに、開設者である市としても最大限の支援に
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努め、最大の福祉施策である岡谷市民病院の体制維持を図ってまいります。 

また、医療体制の充実に不可欠な医師の確保につきましては、病院事業管理者

とともに、引き続き、信州大学医学部等への訪問を重ね、岡谷市民病院の診療体

制の充実に努めてまいります。 
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続きまして、基本目標『未来の担い手を育み、生涯を通じて学ぶまち』につい

て説明申し上げます。 

 

岡谷市教育大綱に教育理念として掲げます、自立し、共生し、創造性溢れる

『岡谷のひと』づくりの実現に向けて、子どもたちの確かな学びと成長の支えに

より、自己肯定感と自己有用感を醸成するとともに、豊かな感性と人間性を育み

ながら、家庭・学校・地域・行政の協働により、岡谷のひとづくりを推進してま

いります。 

 

学校教育の推進では、異年齢の子どもたちをつなぐ新たな学び舎を創出する

ため、川岸学園整備事業として義務教育学校及び公立の幼保連携型認定こども

園を整備してまいります。 

なお、令和７年度につきましては、仮設校舎の建築、川岸小学校校舎の一部解

体、大規模改修工事及び接続棟の建築工事に着手するほか、設立準備検討委員会

及び専門部会により開校、開園に向けた検討・調整を行ってまいります。 

また、長野県のウェルビーイング実践校ＴＯＣＯ－ＴＯＮの指定を受けたこ

とから、長野県教育委員会より新たに派遣される加配教員を中心として、幼保小

中をつなぐ新たな学びの環境の市内全域への展開などを検討するほか、自ら学

び方を選択でき、自己実現できる学校づくりに取り組んでまいります。 

さらに、第２世代となる一人１台端末の更新や新たな校務システムの導入等

により、小中学校における教育ＤＸを推進するほか、不登校傾向にある児童生徒

の支援体制を整備し、誰一人取り残さない学びを保障するため、長地小学校及び

市内４中学校に校内教育支援センターを設置してまいります。 

このほか、中学校部活動の地域クラブ移行推進事業では、休日の部活動を学校

から地域に移行していくため、検討委員会を中心に研究・検討を進めるほか、地

域に立ち上がった団体の活動を根付かせていくため、県の委託による実証事業

として移行団体のサポートを行ってまいります。 

 

計画的に進めております学校トイレの洋式化につきましては、上の原小学校

のトイレを整備することとし、安全・安心で、快適な学習環境の整備を進めてま

いります。 

通学路交通安全対策事業では、新たな「第５次通学路交通安全プログラム」に

基づき、カラー舗装や区画線、注意看板の設置など、通学路における安全対策工
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事を実施し、子どもたちの安全を確保してまいります。 

 

生涯学習の推進では、新たに策定した「第７次岡谷市生涯学習推進計画」に基

づき、人生１００年時代を心豊かなものにし、将来へ向けて安定した生涯学習活

動の基盤を築くための施策展開を図ってまいります。 

 

 学びを活かす岡谷学コレカラ岡谷事業では、地域の歴史や文化を学ぶ機会を

提供するとともに、その学びを地域に還元し、後世に伝承することができるひと

づくりに取り組んでまいります。 

また、新たに移住者を対象とした講座として、知る暮らしおかや講座を開催

し、岡谷で暮らしていく上でのルールや市内の公共施設、各種の助成制度などに

ついて学んでいただき、岡谷でのよりよい暮らしの一助となるよう努めてまい

ります。 

 

スポーツ・文化の振興では、スポーツの振興といたしまして、新たに策定した

「第３次岡谷市スポーツ推進計画」に基づき、「スポーツで笑顔あふれる元気な

まち」を基本理念として、多様なニーズに対応したスポーツ環境の充実を図ると

ともに、新たなスポーツ機会を創出するなど、市民一人ひとりが笑顔で元気に、

はつらつとした暮らしを送ることができるよう各種施策を展開してまいります。 

令和１０年に長野県で開催されます、第８２回国民スポーツ大会及び第２７

回全国障害者スポーツ大会につきましては、卓球競技及びアイスホッケー競技

が本市で開催されることが内定しております。また、トライアスロン競技が諏訪

湖周の２市１町での共同開催となるほか、公開競技として綱引競技が本市で開

催されます。 

令和７年度につきましては、新たに教育委員会に国スポ・全障スポ推進室を設

置し、実行委員会組織の立ち上げのほか、関係機関との調整を図りながら事業を

推進してまいります。 

このほか、スポーツ環境の整備・充実として、国民スポーツ大会等の開催を見

据えるとともに、施設の長寿命化に向け岡谷市民総合体育館の大規模改修工事

を行うほか、令和８年度に予定をしているやまびこの森アイスアリーナ改修工

事の実施設計業務を行い、市民一人ひとりが安全で快適にスポーツ活動を行う

ことができる環境を整えてまいります。 
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 文化・芸術の振興として、岡谷蚕糸博物館シルクファクトおかやでは、「信州

の作家展」と題し、上田紬の作家小山憲市氏の作品展を開催するほか、昭和初期

の経済不況の影響により、製糸業から味噌醸造業への転換、その後、全国的にも

高い知名度を誇ることとなった岡谷の味噌醸造業をクローズアップした企画展

などを開催することで、市民のみならず、より多くの皆様にシルクの良さとまち

の魅力を伝え、シルク文化・シルク産業のさらなる発展へつなげてまいります。 

 また、武井武雄の童画の精神を継承発展させ、新しい童画文化の創造をめざす

とともに、童画のまちづくりを全国に向けて発信するため、第１３回武井武雄記

念日本童画大賞を開催いたします。 

岡谷美術考古館では、特別企画展等開催事業として、岡谷市出身の切り絵作家

日達れんげ氏の作品展及びワークショップのほか、同じく岡谷市出身で日本の

現代美術を牽引する画家として活躍した辰野登恵子氏の作品展などを開催する

ことで、質の高い芸術、文化に触れる機会を創出するとともに、来館者の増によ

るまちなかのにぎわい創出につなげてまいります。 

さらに、旧岡谷市役所庁舎保全事業として、国の登録有形文化財であり岡谷市

及び市民の貴重な財産であります旧岡谷市役所庁舎を後世に着実に継承するた

め、有識者による保全・活用方針の検討、市民参加型ワークショップによる保全

活動のほか、普段は一般公開していない建物内部をより多くの方に見ていただ

くとともに関心を持っていただくため、デジタルコンテンツの制作に着手し、市

制施行９０周年の節目となります令和８年度のリリースをめざしてまいります。 

 このほか、岡谷市史編さん事業につきましては、市史編さん室を中心に、歴史

的資料の収集・整理、市史に関する調査研究などを進めてまいります。 
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続きまして、基本目標『人が集い、にぎわいと活力あふれるまち』について説

明申し上げます。 

 

産業の振興では、工業の振興といたしまして、「岡谷市工業活性化計画」に掲

げる将来工業都市像「未来を創造する、高度なものづくりのまち」の実現をめざ

して、各種施策を展開してまいります。 

 

産業集積の強化では、工場の新設・移転時に土地取得額の一部を助成する商工

業振興条例補助金のほか、工場等の家賃を助成する企業立地支援補助金などに

より、市外企業の誘致をはじめ、市内企業の事業拡大と流出防止、空き工場の活

用促進に取り組み、本市の強みであります産業集積の維持・拡大に努めてまいり

ます。 

また、新規創業者支援といたしまして、「創業支援等事業計画」に基づく、起

業、技術相談、販路開拓の支援や創業のまち岡谷実現事業による資金面での支援

のほか、諏訪圏工業メッセの出展ブースを確保するなど、創業まもない中小企業

者の経営基盤の確立や受注開拓を支援し、地域経済の活性化と雇用拡大を図っ

てまいります。 

さらに、未来の担い手となる若者の起業家マインドを育成し、未来予測が困難

な社会環境において柔軟に対応できる人材を育成し、岡谷市での創業につなげ

るため、新たに子ども創業マインド育成事業として、小学校高学年及び中学生を

対象に創業者による講演会を開催するほか、アイデア発想のためのワークショ

ップなどを実施してまいります。 

 

工業活性化対策の推進では、市内企業の新技術・新製品等の開発を支援する、

新技術・新製品等ものづくりチャレンジ企業応援事業について、グリーン成長

事業枠として、国のグリーン成長戦略における１４の重点分野に取り組む企業

に対しては補助限度額を引き上げ、ＧＸへの挑戦を後押ししてまいります。 

また、カーボンマネジメント支援事業補助金として、市内企業が自社から排出

する温室効果ガスの量を把握するとともに、その削減のための取組を支援する

ことで、温室効果ガスの排出抑制と、エネルギーコストの削減の両立による経営

基盤強化を図ってまいります。 

さらに、ものづくり現場高度化支援事業補助金として、多くの市内製造業が抱

えている人手不足やデジタル化の課題を解消するため、省力化や自動化のため
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の設備投資に要する経費及びデジタル技術の活用・導入に要する経費を助成す

ることで、市内製造業の業務効率化と生産性の向上を促進するとともに、企業競

争力の強化を後押ししてまいります。 

このほか、市内中小企業の成長産業への参入を支援する成長産業販路開拓支

援事業補助金につきましては、補助対象経費を拡充し、成長産業へのさらなる挑

戦を支援してまいります。 

地域経済を牽引する事業者の成長促進を通じて、強靭な産業基盤の構築を図

る地域経済牽引事業につきましては、計画に基づく大型投資に対する固定資産

税の課税免除を３年間延長することとし、地域経済のさらなる活性化を後押し

してまいります。 

岡谷市の産業振興拠点であります、テクノプラザおかやにつきましては、建設

から２０年余りが経過し、経年による劣化が進行していることから、長寿命化改

修として全館空調システムの冷温水機更新工事を実施してまいります。 

 

商業・サービス業の振興といたしましては、「第２次岡谷市商業活性化計画」

に、商業の将来像として掲げる『人が集い、くらしに彩りと潤いがあふれ、「楽

しい」があるまち』の実現をめざして、各種施策を展開してまいります。 

 

商業等振興補助金として、新規出店の際の改修や、既存店舗の改修に要する経

費などを助成することにより、長期的に商業活動を展開する店舗を増やすとと

もに、回遊性のある商業地の形成をめざしてまいります。 

また、岡谷ＴＭＯとの連携を深める中で、商業会等が行う販売促進活動を積極

的に支援し、商業会等の連携による取組を促進することで、中心市街地のにぎわ

いをつくり出し、消費需要の喚起に努めてまいります。 

このほか、建設から２７年を経過したイルフプラザについては、経年による老

朽化が進んでいることから、長寿命化改修として館内空調設備の更新を行うほ

か、同じく２７年が経過した中央町駐車場の改修工事を実施してまいります。 

 

農林漁業の振興といたしましては、新たに、新規就農者育成総合対策事業補助

金として、次世代を担う農業者となることを志し、新規に農業経営を開始する方

に対し、就農に必要な資金を交付するとともに、サポート体制を構築し早期の経

営確立を支援してまいります。 

また、新たにツキノワグマゾーニング管理計画策定事業として、クマと人間と
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の緊張感ある共存関係を再構築し、農林業や人への被害を軽減するため、ツキノ

ワグマの地域区分管理を設定するとともに、各区分に応じた被害防止や捕獲等

の管理方針を定めてまいります。 

このほか、林業の基盤整備といたしまして、林道常現寺線の舗装工事のほか、

林道の安全な通行の確保と長寿命化を図るため、林道橋梁点検を実施してまい

ります。 

 

ブランドの振興といたしましては、シルク岡谷、糸都岡谷の歴史と文化を継承

するとともに、岡谷ブランドの核となるシルクを活かしたまちのにぎわいを創

出するため、岡谷シルク推進事業として、引き続き、各種の取組を展開してまい

ります。 

また、新たに若者・よそ者視点から岡谷の魅力を再発見学生フィールドワー

ク事業として、学生がフィールドワークを行うために本市を訪れる際の交通費

及び宿泊費の一部を支援することで、より多くの学生を呼び込み、学生による岡

谷市の地域課題の研究や地域の魅力の深掘りを促進し、地域ブランディングに

つなげてまいります。 

 

 観光の振興では、諏訪湖サイクリングロードの全線開通のほか、諏訪湖スマー

トインターチェンジの供用開始を契機として、諏訪湖の景観やアクティビティ

を活かした観光誘客に取り組んでまいります。 

また、本市を代表する市民祭岡谷太鼓まつりでは、より積極的なＰＲに努め、

観光誘客の拡大を図るほか、郷土芸能の発展・継承と後継者育成に取り組んでま

いります。 

このほか、春は横河川の桜、鶴峯公園のつつじ、夏は小坂公園のあじさい、秋

は出早公園のもみじなど、自然環境に恵まれた、四季折々の観光資源を活かし、

多くの方に足を運んでいただけるよう取り組んでまいります。 

 

働く環境の充実では、新たに若者チャレンジものづくり開発推進事業として、

課題解決型学習を通じて、大学生及び地元高校生との協働による新たな商品開

発を行うとともに、地元就職及びＵターン就職を促進してまいります。 

また、新たに企業リクルート活動支援事業として、市内企業の人手不足の解消

に向け、人事コンサルティング企業との連携により、効果的な採用活動の実施に

向けた情報提供や相談を行い、人材確保の一助としてまいります。 
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このほか、家族にもやさしい職場づくりでＵＩＪターン強化事業として、コ

ンサルタントによる市内企業の強み・魅力の向上を後押しするとともに、採用に

向けた効果的なＰＲ戦略支援などを行い、若者のＵＩＪターンの促進と採用力

の強化を図ってまいります。 

 

移住・定住の促進では、移住・定住の促進を担う地域おこし協力隊を新たに１

名採用し、シティプロモーションをさらに強化することで、岡谷市の知名度向上

を図ってまいります。 

また、大学生等の本市への就職及び移住を支援するため、就職・移住学生支援

事業として、東京圏の大学を卒業する大学生等に対して、就職活動に要する交通

費及び移転費の一部を助成してまいります。 

さらに、若者移住者住まいの支援事業として、市内へ転入し、かつ住宅を取得

した方に対して最大１００万円を補助するほか、大学等へ通う学生及び２９歳

以下の勤労者等に対する民間賃貸住宅の家賃補助を引き続き実施することで、

移住・定住をさらに促進してまいります。 

このほか、若者の移住・定住の促進と併せて、人手不足の解消を図るため、就

業・創業移住支援事業として、国、県と連携して、県外から市内へ移住し、起業

もしくは一定の要件を満たす中小企業等へ就業した方に、移住等に要する経費

を助成してまいります。 

  



17 

続きまして、基本目標『安全・安心で、自然環境と共生するまち』について説

明申し上げます。 

 

安全対策の推進では、危機・防災・減災対策の推進と消防力の強化といたしま

して、緊急時の情報発信機能を強化するとともに、住民への情報伝達をより確実

なものにするため、防災行政無線のデジタル化及び防災気象情報システムの構

築を進め、年度内の完了及び令和８年度からの運用開始をめざしてまいります。 

また、新たに、大規模地震対策備蓄物資強化事業として、令和６年能登半島地

震で顕在化した課題を教訓にするとともに、長野県が策定した「長野県地震防災

対策強化アクションプラン」に基づき、災害時及び避難所開設の初期対応に必要

な防災備蓄物資の計画的な整備充実を図ってまいります。 

さらに、令和７年度長野県総合防災訓練事業として、長野県との共催により、

岡谷湖畔公園をメイン会場に、防災関係機関と地域住民が相互に連携した各種

の訓練を総合的に実施することで、災害時に即応できる体制を確立するととも

に、地域防災力や防災・減災意識の向上を図ってまいります。 

このほか、消防団員の安全技能向上と地域防災力の強化を図るため、団員の長

野県消防学校警防科での研修により、必要な知識、技能を習得するほか、消防車

両の運転に必要な準中型自動車免許の取得を支援してまいります。 

台風や集中豪雨による被害が相次ぐ中、河川の氾濫や浸水被害を未然に防ぐ

ため、市が管理する普通河川の河床整備や護岸改修などを行うほか、土砂や樹木

によって流れが阻害されている河川の浚渫を計画的に実施する河川緊急浚渫推

進事業に、引き続き、財源を重点配分して取り組んでまいります。 

 

環境保全の推進では、新たに策定した「第５次岡谷市環境基本計画」に掲げる

望ましい環境像「人と自然が共生し、未来へつなぐゼロカーボンシティ」の実現

をめざし、官民協働により各種の施策を展開してまいります。 

 

地球温暖化防止対策の推進といたしまして、市役所庁舎の照明ＬＥＤ化事業

を実施するほか、各区が行う防犯灯のＬＥＤ化及び公会所等の照明設備のＬＥ

Ｄ化に要する経費に対して支援してまいります。 

また、諏訪湖周２市１町の連携事業となります、デコツーリズムｉｎ諏訪湖事

業により、車中心の移動手段の見直しによる二酸化炭素排出量の削減をめざす

とともに、健康づくりや地域経済への二次的効果も含め、２０５０年カーボンニ
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ュートラルの実現に向けた意識の醸成に努めてまいります。 

さらに、住宅用再エネ設備等導入促進事業として、個人住宅に設置する蓄電シ

ステム及び電気自動車充放電設備の導入経費の一部を助成することで、再生可

能エネルギーの利用促進と二酸化炭素排出量の削減を図ってまいります。 

 

生活環境対策の推進といたしまして、ごみの減量化・資源化を推進するため、

今年度モデル地区で実施いたしました製品プラスチックの分別収集を市内全域

で実施してまいります。 

また、公共施設等へのウォーターサーバー設置によるマイボトルの利用促進

により、プラスチックごみの削減とゼロカーボンシティの実現に向けた普及啓

発を推進してまいります。 

 

居住環境の充実では、空き家対策事業として、空き家所有者等へのアプローチ

や相談会の開催により、空き家の発生予防と適正管理に努めるとともに、空き家

の除却及び家財等の処分に要する経費に対して助成することで、増加している

空き家の解消と利活用を促進してまいります。 

また、住宅の耐震診断及び耐震改修等に要する経費を補助する住宅防災・減災

事業につきましては、補助限度額を拡大することで、住宅の耐震化をより一層促

進してまいります。 
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続きまして、基本目標『快適な生活を支え、住み続けたいまち』について説明

申し上げます。 

 

計画的土地利用の推進では、岡谷駅周辺整備事業として、ララオカヤの令和８

年度の解体着手及び整備検討に向けて、市民を交えたビジョン策定に加え、駅前

空間における交通実態調査及び影響検証のほか、官民連携体制の構築を進めて

まいります。 

なお、事業の推進にあたりましては、新たに建設水道部にまちづくり整備課を

設置し、推進体制の充実・強化を図ってまいります。 

また、都市公園施設長寿命化推進事業として、間下堤公園、湖畔公園及び出早

公園の遊具を更新するほか、岡谷湖畔公園イベントスカイスポーツゾーンへ新

たにバイオマストイレを設置するなど、誰もが楽しく快適に、安全で安心して利

用できる公園整備を推進してまいります。 

 

都市基盤の整備では、幹線道路と交通網の整備といたしまして、県事業であり

ます地域幹線道路整備促進事業により、主要地方道下諏訪辰野線の川岸小学校

前から観蛍橋の間の整備を進めてまいります。 

また、湖畔若宮地区内道路整備事業として、地区整備計画に基づき、市道岡谷

１１０号線の整備を進め、地区内の安全で良好な住環境の形成を図ってまいり

ます。 

本年夏頃に供用開始予定であります諏訪湖スマートインターチェンジにつき

ましては、諏訪市との協働による開通式典を予定しているほか、供用開始を契機

として、地域産業の発展や市民生活の利便性の向上など、地域のさらなる活性化

を図ってまいります。 

 

生活道路の整備といたしましては、交通量の多い主要幹線道路や身近な生活

道路を中心に計１４路線、総延長約４ｋｍにおよぶ舗装の維持補修及び劣化が

軽微な段階で修繕を講じる予防保全型の維持補修に努めてまいります。 

 また、橋梁維持補修事業では、これまでに実施してまいりました道路法に基づ

く定期点検の結果を踏まえ、中央町一・二丁目歩道橋の改修工事を実施するほか、

４３箇所の橋梁点検を実施することで、安全性の確保と将来的な維持管理コス

トの削減を図ってまいります。 
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 上下水道の維持・整備といたしまして、水道事業では、「岡谷市水道事業経営

戦略」及び「岡谷市水道事業基本計画」に基づき、将来を見据えた経営基盤の強

化を図りつつ、更新時期を迎えた水道施設の更新事業として、内山水源の取水ポ

ンプの更新などを行うほか、水道施設の耐震化を計画的に進め、安全で安心なお

いしい水を将来にわたり、安定的に供給してまいります。 

 

下水道事業では、「岡谷市下水道事業経営戦略」をはじめとする各種計画に基

づき、予防的修繕を行う下水道ストックマネジメント事業のほか、下水道総合地

震対策事業により災害に強い施設整備を推進してまいります。 

また、新たに公共下水道官民連携推進事業として、限られた予算と人員の下

で、効率的な下水道事業を持続的に実施していくため、民間事業者の技術やノウ

ハウを最大限活用する官民連携事業の導入可能性調査を実施してまいります。 

なお、下水道使用料につきましては、人口減少などにより使用料収入が減少し

ており厳しい経営環境が続くものと予想しておりますが、国庫補助制度の活用

などにより財源を確保しつつ、経費の節減や収納率の向上に努めることで、下水

道使用料を据え置いた場合でも、令和７年度からの３年間は利益を確保するこ

とができる見通しであることから、大規模な災害など突発的な事象が発生しな

い限り、現行使用料のまま据え置くことといたしました。 
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続きまして、基本目標『みんなでつくる、確かな未来を拓くまち』について説

明申し上げます。 

 

地域コミュニティの振興では、区の活動拠点であり、災害時の避難所にもなる

公会所の安全性を確保するため、橋原区及び三沢区が行う公会所の改修・建設事

業に対して、必要な経費の一部を助成してまいります。 

また、令和７年度は、マウント・プレザント市との姉妹都市提携から６０周年

となることから、訪問団を受け入れ交流を深めることでさらなる友好親善を図

ってまいります。 

 

 自治体ＤＸの推進といたしましては、新たに企画政策部にＤＸ推進室を設置

するとともに、民間企業からデジタル専門人材の派遣を受け、ＩＣＴの知見やノ

ウハウに基づく助言、マネジメントにより、本市のＤＸを推進してまいります。 

 また、マイナンバーカードの更新手続きの増加に伴い、窓口の混雑が予想され

ることから、更新の手続きに必要な申請書の自動作成システムを導入し、市民サ

ービスの向上と業務の効率化を図ってまいります。 
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以上、令和７年度予算編成の大要を説明申し上げました。 

 

冒頭に申し上げましたとおり、令和７年度は、第５次岡谷市総合計画後期基本

計画の２年目であり、本市のさらなる成長と飛躍に向けた基盤を築いていく年

となります。 

第５次岡谷市総合計画に掲げます将来都市像「人結び 夢と希望を紡ぐ 

たくましいまち岡谷」の実現をめざすとともに、重点施策に掲げました後期重点

プロジェクトの「子育てしやすい環境の実現」、「安全・安心の伸展」、「未来に向

けた産業の充実」、「魅力発信と賑わいの創出」に基づく施策展開により、喫緊の

課題であります人口減少や急速に進む少子高齢化に的確に対応してまいります。 

 

令和７年、今年の一文字として「挑」という漢字を選びました。 

岡谷市は今、多くの地方都市と同様に人口減少・少子高齢化により税収が減少

する一方で、福祉や医療にかかる費用は増大し、加えて、公共施設やインフラ施

設の維持管理経費も大きくなっており、地域経済規模の縮小と相まって持続可

能な行財政運営の難しさに直面しております。 

また、先行きが不透明な社会経済情勢、国政の状況により、将来の予測が困難

な状況が続いております。 

しかしながら、このような厳しい現状におきましても、時代の流れや国・県な

どの動向に十分注視しつつ、市民の皆様とともに新たな行政課題に挑み、さらに、

岡谷駅周辺整備、川岸学園整備といった岡谷市の未来への投資に積極果敢に挑

戦してまいります。 

岡谷市のさらなる発展と市民福祉の向上、そして、笑顔と元気あふれる岡谷の

ために全身全霊をかけ、申し上げてまいりました施策、事業に全力を傾注して取

り組んでまいりたいと決意しております。 

  

議員各位並びに市民の皆様の温かいご理解とご協力を賜りますよう、心から

お願い申し上げまして、私の所信の一端といたします。 

 

  



 

 


